
宙々稲 4 '法付 の絶今わ R

環北分場 '表 衛ゆ

/ . 十十レⅢゥい

宙々縮1予張待 として友苫 ヽ防R御 'ど が立 に持準ェ ,本 をF作 せれ .徐 く にどばあ

ら, 農ヾ歩 :を導入ぜttそ求化しヽ
1 4ド 、 これ ら個列 あ私備 のみどtr  tμずじ t十 分なわ 来 L

ふず各fF tい身例 もゥし,9切 わ ぜ年左か ら掟施 した宙裟縮 4,孜付 景.髄胡諄L静 雅かウ、

輌☆技竹 のれ なこ初 泉Fフ し、そ中 段 を
rF r  μ命で者準 二 o参 考・=任 ィみ.

お.枚 常 向本

り、禄持が お .a t l衆たに 、防尽御 作ぜぅfF々花昨ta列我竹 F、 本 口初韓 仁告ボとな と

か ).燕 枚、汐枚が考 えこ韓颯す ■が、私なが 七十4P J衆た にぁらいtf t荘 ボ むャ 材瓜

紳 セイスユセでぜウ t二掛'イRぶ j H特でこう。

ュ) 、代 型触 格ポ▼ 卜協 F 穂 枚 . 籾 及 ″や ″ で増 収 し、 ボ ッ ト協 半宏 冬t わ R が 入 電 い

たあ、ボットむヤレ尽卸の和″わ雅F 太 せくみレヽ. レ分 してマセボ牟だ したう々F 律

合tわ Rポ 玲孝じみら.

り、枚持妖む十側余た8B十防然細

の場全、私おが街停倒Jf tた肥えt4

防 R綱 毛れ合せた場合が り韓にす

み,じ もあみが・め側二十行にみ,

(じ ネウこともふりうな。

り、パ壱ャ伊尽紳F虫 希鶏等 り生

千毛子ぁら初衆ボふり`二 水らの

れなtど 比aル 泉tF尺となら.
注〕平均増収とは中雷 〔慣行〕対比.

[11■ li“▼0・幻晩財 子切

せ、強準とa留 ねふ

′ル と命緑合わたr個 列次術 のね令tで あら,あ 、かイD列及侮 あ本留おふセ 守 3 1 .

D。 同冴J  t t r J。れをこ! , F ,こ l rむ刑生台 '籾社持とみツ務熟夕含ぶ盗下 し衣ほと各

ら場合 もあるあど、口 |をみを卜弛ボ 。宗4 +宅考たじ【 共施 イ 3う と・

J )ヽ ホ '命 急'ど によをと持す考代ど、夕点L T /が激メ打 t =と泰不え とみり考吹Fク

存がらない場e tあ るのむ出フみ菅を■ する、“字があう・

り、われらの私衛`幹 号不れけ上 F rル 宗がな いのどヽA枚 分裂犯の4 _ tな対佐
F  D 1 3■

崎ううと ( 家, X 守)

字、参考えば f` 料

′) 、 砕 ″ 車 牛 え 持 準 と ぁ み 方 ● ね ( 枚 お が 崎 , 入 坐械 能 ボ ツ ト 窃 )

" . 碑 ゎ ψ 年友 指 導 上 の' オ 手強 ( 倶J 宗 れ 経 . ネ
, 卜を 提 )

抄 1姥 拭 農表明花亀 涼、掛標 を凝正守来試験 バ爺キ t  p 1 9 かr午 γク争、ど'

子rネ た為 )

ゆ・ホ荘F間 打 a拭 ・強ボ森t (環 主分場 、呼沖ギ 年～ `。手・か牛 F未 史

約 )

磁活臣ョ十防 風

ポット苗十防 風

-54-



す 試玲拭策

母
簡
茎
監

翌
　
　
歓

６
月
下
旬

艶
主
語
歩
合

が
当
初
歓

”
穏
籾
抵

庁
当
認
歓

出
駆
期
登
０
　
　
　
的1 散 お威首

(8例 平均)。
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